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 はまべには、ふしぎなものが いっぱいおちてい

る。うみのながれが はまべに いろんなものを と

どけてくれるんだ。かいがらや、かいそう、うみの

いきもののいちぶは よくみかけるね。ほかにも 

くりなどの きのみや、かどがまるい きれいなガ

ラスのかけらまで みつかるんだよ。どうやって 

ながれついたか わかるかな？ 
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「カモメさん。このケーキを トドくんのところ

に とどけてくれない？」シロクマさんに たのま

れて、とりのぼくは たんじょうびケーキをもって 

とんでいきます。いろんなだれかを たずねてみる

けど、アシカだったり アザラシだったり、みんな

トドに にている べつのだれかさんです。こまっ

たな。トドは いったい どこに いるのでしょう。 
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『ゆうびんきょくにいこう』 
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ゆうびんきょくに いったことはあるかな？手紙
て が み

や 

にもつを 届
とど

けてもらうことができるよ。ほかにも、お

金
かね

をあずけて 引
ひ

き出
だ

したり、かわったはがきや 切手
き っ て

を 買
か

うこともできる。しせつのなかや、きょくいんさ

んの おしごとも のぞいてみよう。くわしくなった

ら、みんなも ゆうびんきょくを つかってみてね！ 
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小学
しょうがく

六年生
ろくねんせい

の翔
しょう

太
た

は、転校生
てんこうせい

の厚司
あ つ し

に 忘
わす

れ物
もの

を届
とど

けに行
い

くよう 先生
せんせい

から頼
たの

まれた。厚司
あ つ し

の家
いえ

は、古
ふる

い

団地
だ ん ち

だ。翔
しょう

太
た

は、同級生
どうきゅうせい

の純
じゅん

と 団地
だ ん ち

に向
む

かった。そ

のはずなのに、そこには古
ふる

い街並
ま ち な

みや、知
し

らない遊
あそ

び

をする子
こ

どもたちがいた。まるで、昭和
しょうわ

のような ふし

ぎな風景
ふうけい

だ。それに、厚司
あ つ し

が住
す

んでいる 202号室
ごうしつ

に

は、甲斐
か い

という別
べつ

の男
おとこ

の子
こ

が 住
す

んでいるというのだ。 
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ポン、ちいさな つちのおやまが できた。せっせ 

せっせと ちかくの おやまに はこんで、ポンペン 

ペンと おやまどうしを あわせると、すこし おおき

な おやまになった。せっせ せっせ、ポンペンペン。

もっと たくさん おやまを はこんであわせたら、 

どんどん どんどん おおきくなって……？ 
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あるひ くまくんは、かいたえを おばあちゃんに 

プレゼントしたくて、めんどりに とどけてもらうよ

うに おねがいしました。 めんどりが くまくんのお

ばあちゃんに えを とどけると、おばあちゃんは、 

めんどりに キスをしました。そして、このキスを く

まくんへ とどけてほしいと たのんだのです。 
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ひさしぶりの はれのひです。サラさんは、カフェ

まで おでかけ。サラさんとこのズボンさんは、じっ

とり へやぼしのまま おるすばんです。ふと、ラジ

オから あめがふるという てんきよほうが きこえ

てきました。ズボンさんは サラさんに カサを と

どけにむかいます。ですが、つかれてしまった ズ 

ボンさんは、とちゅうで ねむってしまいました。 
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ネコさんのところに、おおきなドーナツが おちて

きました。そのドーナツは、おやつをのせて はしる 

きかんしゃの にもつでした。ネコさんは、ドーナツ

が おちないように、きかんしゃの うしろに のるこ

とに なりました。おせんべいえき、ケーキえきと、

きかんしゃは つぎつぎ おやつをつんで すすみま

す。ところが こまったことに、さかみちで きかん

しゃは とまってしまいました。 


